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■会議内容 
 

1. 研究 1（Nomogram study） 
（1） 進捗状況について 

事務局より副次的解析について、これまでに 4 編（新たに J Gastroenterol 誌に

accept された『Predictors of lymph node metastases, recurrence, and survival in patients 
with pedunculated type T1 colorectal cancer: a retrospective analysis: A nationwide, 
multicenter study』を含む）が公表され、3 編が投稿中、1 編が委員供覧中、3 編が

投稿準備中であることが報告された。その他の現在進行中の副次的解析 7 件につい

て進捗状況を確認した。 
 

（2） Ip 大腸癌で LN 転移リスクが皆無にもかかわらず再発した症例について 
新規に公表した副次的解析において再発を認めた 13 例の Ip 症例の内、半数強は

LN 転移リスク因子のない症例であった。この原因として粘膜筋板が錯綜するもの

のみで判定されるべき head invasion が適切に評価されていない可能性が懸念される

ため、新たに研究計画を作成してリスク因子が皆無で再発した症例のプレパラート

を集積し、中央判定で病理所見を確認することがアナウンスされた。 
 
 



2. 研究 2（F1 study） 
（1） 進捗状況について 

事務局より、評価対象として確定した 1005 例の病理評価について以下の結果が提

示され、この公表方向について昨年 12 月に開催された病理小委員会での以下の合意

内容が紹介された。 
・SM 浸潤度について 
 本研究で LN 転移の低リスク群の選別に非常に良好な結果を得られたため、本プロ

ジェクト研究の委員が行った SM 浸潤度の計測法を規約改訂に反映させる。 
・浸潤度以外の量的因子について 
 適切な cut-off を設定することで LN 転移には関連する可能性があるものの、切り

出し方法などによって変動し得るパラメータであり、測定上の問題があることに留

意する必要がある。 
・簇出（BD）および低分化胞巣（PDC）について 
 T1 大腸癌における LN 転移リスクを評価するために BD に加えて PDC を評価すべ

きかどうかを議論する上で、多変量解析などで両者の交絡に関するデータを得るこ

とが必要である。 
・組織型の評価方法について 

対物 40 倍視野を指標とした最低分化度は再現性が高く、LN 転移高リスク群の抽

出に有用であることが確認できたため、規約に盛り込むべきである。 
一方、最低分化度を加味した低リスク T1b 症例のリンパ節転移率は、味岡プロジ

ェクトでの検討結果より高く、最低分化度を加えるのみでは T1b 症例における LN 転

移低リスク群の抽出には不十分である可能性が示唆された。 
 
（2） 副次的解析について 

事務局より現在 7 つの副次的解析を予定しており。そのうち、BD および PDC の有

無（G0）に関する副次的研究について、本邦以外の 7 か国が参加する国際研究となる

ことが報告された。加えて本邦でこの国際研究に参加を希望する病理医を募集するこ

とがアナウンスされた。 
 

3. その他 
事務局より 4 月頃を目途に新たに副次的研究に参加となった委員の追加と研究機関

の延長に関するプロトコール改訂を予定していることが連絡された。研究 2 に関して

新たな副次的解析や病理判定への参加を希望する場合は 3 月までに事務局に連絡す

ることが周知された。 


